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広広報報平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号 ４４

　「新春」をテーマにした文芸作品を募集します。

応募資格　市内在住の方

募集作品　 ▼川柳部門（選者＝ 曾  田  規  世  児 氏）…新
あい だ き よ じ

年雑詠、１人３句以内　 ▼俳句部門（選者＝加古

 宗 
そう

 也 氏）…新春当季雑詠、１人３句以内　 ▼短歌
や

部門（選者＝斎藤すみ子氏）…新春雑詠、１人３

首以内　

賞　入賞者には記念品を贈呈し、作品を広報にしお

２６年1月1日号に掲載します。

応募方法　はがきの表面に出品者の住所、氏名（ふ

りがな）、電話番号、裏面に作品のみを記載し、

西尾市役所秘書課「新春市民文芸○○部門」係

（〒 ４ ４ ５ ―８５０１住所不要）へ郵送してください。

※１枚のはがきで３句または３首応募できます。

応募期限　１０月３１日昭　

　※当日消印有効。

その他　①作品は新作で、未発表のものに限ります

②氏名は本名を記載してください　③便せんなど、

はがき以外での応募はご遠慮ください　④小・中

学校のクラス単位で応募する場合は、応募用の様

式がありますのでお問い合わせください。

問合先　秘書課広報担当（緯６５・２１５９）

新春市民文芸の作品を募新春市民文芸の作品を募集集

　保育園の定員に余裕がある園に限り「保育に欠け

ていない児童（私的契約児）」の入園申し込みを受

け付けます。

対象　３歳以上のお子さん（２６年４月１日現在の満

年齢）

申込日時　 ▼幡豆地区の保育園…１０月２４日昭　午前

９時～正午　 ▼吉良地区の保育園…１０月２４日昭　

午後１時３０分～５時　 ▼西尾・一色地区の保育園

…１０月２５日晶　午前９時～正午

※各地区の指定日時に都合の悪い方は、ほかの地

区の指定日時でも申し込み可。

第１次締め切り日　１０月２５日晶

※それ以降も受け付けますが、希望する園に入れ

ない場合があります。

申込場所　市役所多目的室（１階）

入園申込書配布方法　１０月１日昇から、子ども課ま

たは各支所生活課で配布

※１０月１５日昇からは、一色・吉良・幡豆地区の保

育園でも配布。ただし、土・日曜日を除く。

入園可能園問合先　１０月１８日晶から、一色・吉良・

幡豆地区の保育園は各支所生活課、西尾地区の保

育園は子ども課へ。

　※１０月１８日晶より前は問い合わせ不可。

問合先　子ども課入園担当（緯６５・２１１０）

保育園私的契約児 来春の入園の受け付けを行いま保育園私的契約児  来春の入園の受け付けを行いますす

　テツａｎｄトモお笑いステージ

やキャラクターショー、青空市場、

物産展、餅投げ、こども広場など

さまざまなイベントを行います。

日時　１１月９日松　午前９時～午

後６時、１０日掌　午前９時～午

後４時３０分

※テツａｎｄトモお笑いステー

ジは、１０日掌午後２時４０分開

始予定。

場所　コミュニティ公園（吉良町

上横須賀地内）

※名鉄上横須賀駅から徒歩約１０

分。

その他　駐車場が狭いため、小学

校などの臨時駐車場から無料シ

ャトルバスを運行しますのでご

利用ください。

問合先　きらまつり実行委員会

（緯３２・１１４１／西尾みなみ商工

会内）、市観光協会（緯６５・２１

　６９／商工観光課内）

きらまつりきらまつりをを１１１１月９日月９日 　・・１０１０日 に開日 　に開催催日土
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５５ 平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号広広報報

公開事業診断の結果をお知らせしま公開事業診断の結果をお知らせしますす
　８月１１日に実施した公開事業診断

の結果は右表のとおりです。

※この結果が市の最終判断ではあり

ません。事業ごとの議論の内容な

どを踏まえて、担当課で今後の方

針を検討していきます。

問合先　企画政策課行革担当（緯６５

・２１５５）

結　　　果担 当 課事　　　業　　　名

抜本的見直しごみ減量課空き缶等分別収集事業（奨励金）

市実施（現行どおり、拡大）スポーツ課にしお駅伝フェスティバル委託事業

市実施（内容・規模見直し）

企業誘致課企業誘致推進事業

ごみ減量課空き缶等分別収集事業（事業）

市民協働課地域集会施設改修費補助事業

市実施（民間委託化・民
間委託の拡充）

生涯学習課ふれあいセンター管理運営事業

川と海のクリーン大作川と海のクリーン大作戦戦 ～やろまいか 郷土の川や海～やろまいか　郷土の川や海岸岸をを
みんな　　　　　　みんなででクリーンアップ～クリーンアップ～

　矢作川堤防と海岸の清掃を行いま

す。どなたでも参加できますので、

直接会場にお越しください。

日時　１０月２０日掌　午前８時～１０時

　※雨天中止。

会場　右図のとおり

その他　軍手は用意します。

問合先　河川港湾課河川担当（緯６５

・２１５１） ▲清掃会場（８か所） ▲昨年の活動の様子

市有地を売却しま市有地を売却しますす
対象物件・現地説明会日時　下表のとおり

売却方法　一般競争入札

入札日時　１１月７日昭　午前１０時３０分から、番号順

に行います。

入札場所　市役所５１ＡＢＣ会議室（５階）

申込期間　１０月２１日捷～１１月１日晶　午前８時３０分

～午後４時３０分

申込方法　参加申込書に必要事項を記入の上、財政

課財産管理担当へ。申込書は同課に用意。市ホー

ムページからもダウンロードできます。

留意事項　入札参加希望者は、入札保証金として入

札金額の５％以上の金額を、入札日の午前９時３０

分から１０時までの間に納めてください。詳しくは、

財政課で配布している市有財産一般競争入札のし

おりをご覧ください。

問合先　財政課財産管理担当（緯６５・２１６７）

▼対象物件・現地説明会日時について

現 地 説 明 会 日 時備　　  考予 定 価 格実測面積地目所　　在　　地番号
１０月１６日昌
午前１０時～１１時

市営住宅跡地１１，２４２，０００円281．04㎡宅地江原町焼野 ２ ３ ２ 番１
はじめ２筆

１

１０月１６日昌
午後１時３０分～２時３０分

一色町郷土資料館跡地２９，５２６，０００円７１８．４０㎡宅地一色町味浜北乾地３７番１
はじめ４筆

２

１０月１６日昌
午後３時３０分～４時３０分

１４，０７５，０００円337．５４㎡雑種地一色町味浜堤西５８番３３

１０月１７日昭
午前１０時～１１時日本専売公社宿舎跡地４，５３９，０００円１６８．７５㎡宅地吉良町吉田亥改 １ ０７ 番４

１０月１７日昭
午後１時３０分～２時３０分

吉良吉田駅前自転車駐車
場跡地２８，９２９，０００円５６２．８３㎡宅地吉良町吉田上浜７番１５

１０月１７日昭
午後３時３０分～４時３０分小牧住宅跡地４，６５６，０００円１６０．００㎡宅地吉良町小牧郷中６９番４６

１０月１８日晶
午前１０時～１１時５，４９８，０００円１６０．２８㎡宅地寺部町下宇頭 １ ６ ０ 番２７



広広報報平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号 ６６

　市立看護専門学校では、社会人を対象とした２６年

度入学生の入学試験を実施します。看護師を志望す

る方は、ぜひ受験してください。

受験資格　次の条件を全て満たす方

①高等学校卒業または卒業と同程度の学力を有す

ると認められた方

②２６年４月１日現在満２３歳以上で、主婦を含む３

年以上の社会人経験を有する方

③合格した場合、必ず入学する方

募集人員　推薦入学者と合わせて２０人程度

試験日時　１１月１７日掌　午前９時

試験会場　市立看護専門学校

試験科目　国語（古文・漢文を除く）、面接

提出書類　①写真（縦５尺×横４尺、正面・上半身

・脱帽したもの）を貼付した入学願書と受験票　

②出身高等学校の卒業証明書　③受験料分（１万

円）の郵便為替

※入学願書、受験票は同校に用意。同校ホームペ

ージからもダウンロード可。

出願期間　１０月１８日晶～２８日捷　午前９時～午後５

時　

※土・日曜日を除く。郵送の場合は当日消印有効。

出願方法　提出書類を直接または簡易書留で市立看

護専門学校（〒４４５―００７４戸ケ崎町広美１０９―１）へ。

合格発表日　１１月２５日捷

※本人に通知するとともに、同校ホームページに

合格者の受験番号を掲載します。

問合先　市立看護専門学校庶務担当（緯５４・８８００）

市立看護専門学校社会人入市立看護専門学校社会人入試試

　地方税法の改正に伴い、市税条例を改正しました。

主な改正内容は次のとおりです。

●個人市民税

住宅ローン控除の延長および控除限度額の引き上げ

　住宅ローン控除の対象期間を平成２９年末入居分ま

で延長しました。また、取得した住宅の消費税率が

８％または１０％である場合、平成２６年４月～平成２９

年１２月までの入居分の控除限度額を、所得税の課税

総所得金額等の７％（最高 １ ３ ６ ，５ ０ ０ 円）に引き上げ

ました。

　※控除限度額の記載は県民税を含みます。

東日本大震災関連の特例の見直し

　居住用家屋が東日本大震災により居住の用に供す

ることができなくなった方の相続人が当該家屋の敷

地などを譲渡した場合には、当該相続人が居住用財

産の譲渡に係る特例等の適用を受けることができる

ようになりました。

問合先　税務課市民税担当（緯６５・２１２４）

市税条例を改市税条例を改正正

市税にかかる延滞金の割合を見直市税にかかる延滞金の割合を見直しし

　納税者の負担を軽減するため、平成２６年１月１日

以降の納期限経過後に納付する市税の延滞金割合を

下表のとおり改正します。

※この改正は、平成２６年１月１日以降の延滞金に

適用し、平成２５年１２月３１日までの期間に対応す

る延滞金には適用されません。

問合先　収納課徴収担当（緯６５・２１３１）

延　　　滞　　　金　　　の　　　割　　　合
滞　　納　　期　　間 （例）改正後貸出約定平均金

利の年平均が１％の場合
改　　 正 　　後改  正  前

３．０％／年特例基準割合＋１．０％／年４．３％／年納付期限の翌日から１か月以内

９．３％／年特例基準割合＋７．３％／年１４．６％／年納付期限の翌日から１か月経過後

※特例基準割合は、国内銀行の貸出約定平均金利（新規・短期）の前々年１０月～前年９月における平均に、１％を
加算した割合。



７７ 平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号広広報報

屋内体育施設の利用時間帯区分が変わりま屋内体育施設の利用時間帯区分が変わりますす

　２６年４月１日から屋内体育施設の利用時間帯区分

が下表のとおり午前・午後・夜間の区分から（一色

地区は１時間単位の区分から、幡豆地区は３時間単

位の区分から）２時間単位の区分に変わります。そ

れに伴い、使用料も２時間単位に変更します。屋外

体育施設の利用時間区分は変更ありません。また、

「あいち共同利用型施設予約システム」を利用して予

約ができる施設を、２６年４月１日から一部の屋外施

設を除き、市内全ての体育施設に拡大します。屋内

体育施設の予約開始日は、利用日を含む6か月前の

１日（インターネット予約は２日）です。

問合先　 ▼西尾地区…スポーツ課施設担当（緯５４・

０００２／総合体育館内）　 ▼一色地区…一色Ｂ＆Ｇ

海洋センター（緯７３・６１８７）　 ▼吉良地区…吉良

町公民館（緯３２・２１５１）　 ▼幡豆地区…幡豆公民

館（緯６３・０１２９）

▼変更後の利用区分

午後７時～９時
（２時間）

午後５時～７時
（２時間）

午後３時～５時
（２時間）

午後１時～３時
（２時間）

午前１１時～午後１時
（２時間）

午前９時～１１時
（２時間）

▼変更前の利用区分

午後５時～９時
（４時間）

正午～午後５時
（５時間）

午前９時～正午
（３時間） ⇒

花と緑のイベン花と緑のイベントト「あいち花フェスタ２０１３」を開「あいち花フェスタ２０１３」を開催催

　市では花への関心を高めていただくことと、花の

需要拡大を目的に、「あいち花フェスタ２０１３」を県

と共同開催します。今年は、市内の特産品が集まる

「アグリンフェア西尾」を同時開催しますので、ぜ

ひご来場ください。

●あいち花フェスタ２０１３

▼プレステージ

日時　１０月１９日松・２０日掌　午前９時～午後４時３０

分

場所　ＪＡ西三河事務センター、憩の農園（斉藤町）

内容　花の展示・販売や花育教室など

▼メインステージ

日時　１１月１日晶～４日承　午前９時～午後５時

場所　総合体育館

内容　①地元団体などによるフラワーディスプレイ 

②「あいちの花」や「ハンギングバスケット」のコン

テスト　③生け花のデモンストレーションなどの

ステージイベント　④西三河地域の花き団体・市

町・ＪＡなどによる花などの展示販売など　

●アグリンフェア西尾

日時　１１月２日松～４日承　午前９時～午後４時

場所　総合体育館

内容　市内の特産物とご当地グルメの販売

◆共通事項

入場料　無料

総合体育館への交通アクセス

▼車でお越しの方…国道２３号線岡崎バイパス西尾

東ＩＣを下りてすぐの臨時駐車場（岡島町郷西１

の１）から運行の無料シャトルバスをご利用くだ

さい。　 ▼名鉄電車でお越しの方…名鉄西尾駅西

口からの無料シャトルバスをご利用ください。　

▼名鉄東部交通バスでお越しの方…「総合体育館

・西尾東高前」停留所で下車し、徒歩１分です。

※総合体育館の駐車場は利用できません。

主催　あいち花フェスタ２０１３実行委員会

問合先　県農林水産部園芸農産課（緯０５２・９５４・６１

　４９）、市農林水産課農政担当（緯６５・２１３５）

▼シャトルバス案内図



共通事項　電話や郵送での申し込みはできません。代理人

による申し込みはできますが、原則１人につき１人（組）

の申し込みとなります。申込者が少ないときは開講しな

い場合があります。

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

講　師費   用定員内　　　　容日　    時 　   な  　  ど講　座　名

岸本初美氏■受 ４００円１２人
牛乳パックを使って、和室で使え
る椅子を作ります

１１月５日昇・１９日昇　全２回
午前９時３０分～正午

牛乳パックで椅子
を作ろう

二村美紀氏■受 ２，０００円１０人
タイ式ヨガで身体のコリを解消し、
リフレッシュします

１１月６日～２６年３月１９日の毎月第１
・３水曜日（１月は第２・４水曜日）
全１０回　午前９時４５分～１１時

ルーシーダットン
（タイ式ヨガ）

対象　１６歳以上の方。市内在住、在勤または在学の

方を優先。

申込期間　１０月２２日昇～３１日昭　午前９時～午後９

時。ただし、月曜日を除く。

申込方法　費用を持参の上、直接米津ふれあいセン

ターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を超

えた場合は抽選。

問合先　米津ふれあいセンター（緯５４・４５９３）

米米米米米米米米米米津津津津津津津津津津ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー講講講講講講講講講講米津ふれあいセンター講座座座座座座座座座座座

広広報報平成２５年１０月１日号 ８８

講　師費   用定員内　　　　容日　　時　　な　　ど講   座   名

黒野克典氏
■受 １，６００円
■教 １，０００円

１２人
ワードで文章入力やイラストの挿入、
表の作成などを学びます

１０月２３日～１２月１１日の毎週水曜日
全８回　午後１時３０分～３時３０分

シニアパソコン
講習（ワード）

対象　市内在住、在勤の５５歳以上のパソコン初心者

申込期間　１０月８日昇午前１０時～１６日昌午後９時。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接福地ふれあいセ

ンターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　福地ふれあいセンター（緯５４・８９００）

福福福福福福福福福福地地地地地地地地地地ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー講講講講講講講講講講福地ふれあいセンター講座座座座座座座座座座座

講　師費   用定員内　　　　　　容日　　   時講   座   名

金澤圭子氏
■受 ２００円
■教 ３，０００円

２０人
鉄製リース型バスケットにビオラなどの材料
を組み合わせて、華やかに植えます

１１月１６日松
午後１時３０分～３時３０分

春まで楽しむビ
オラのリース

対象　市内在住、在勤または在学の１６歳以上の方

申込期間　１０月２４日昭午前１０時～３１日昭午後９時。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接福地ふれあいセ

　ンターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　福地ふれあいセンター（緯５４・８９００）

講　師費   　　用定員内　　　容日　 時　 な　 ど講   座   名

新実映子氏
■受 １，０００円
■教 ４，０００円程度（額代含む）

１０人
紙を重ねて立体的な絵を作
り、額に入れて飾ります

１０月３０日～１２月４日の毎回
水曜日　全５回　午前１０時
～正午

不思議！　シャ
ドウボックス

早司昌弘氏
■受 １，０００円
■教 １，０００円（別途、焼成費が
１作品２００円程度必要）

１０人
粘土に触れ、茶わんや湯飲
みなどを作ります

１１月３日～１２月１日の毎週
日曜日　全５回　午前９時
３０分～１１時３０分

陶芸実習

対象　市内在住、在勤または在学の１６歳以上の方。

新規の方を優先。

申込期間　１０月１２日松午前１０時～１９日松午後９時。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接八ツ面ふれあい

センターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　八ツ面ふれあいセンター（緯５７・７７７６）

八八八八八八八八八八ツツツツツツツツツツ面面面面面面面面面面ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー講講講講講講講講講講八ツ面ふれあいセンター講座座座座座座座座座座座



講　師費     用定員内　　　　容場　所日　　  時対　象講   座   名

野口富雄氏
■受 １組２００円
■教 お子さん１人
につき５００円

１０組
紙コップにコイルと磁
石を付けて、イヤホン
を作ります

幡豆公民館
１１月１０日掌　
午前９時３０分
～１１時３０分

年長園児相当
～小学生とそ
の保護者

ちびっ子科学スク
ール「紙コップイ
ヤホンを作ろう」

森田真弓氏
■受 １組２００円
■教 お子さん１人
につき５００円

１６組

鏡やくし、小物入れな
どをお菓子そっくりの
パーツやキラキラスト
ーンで飾り付けます

幡豆ふれあ
いセンター

１１月２４日掌　
午後１時３０分
～３時３０分

小学生とその
保護者

親子ふれあい活動
「かわいい！かん
たん！スイーツデ
コ」

対象　市内在住の各講座で定める対象者

申込期間　１０月８日昇～２７日掌　午前９時～午後９

　時。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接幡豆公民館へ。申込期間内に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　幡豆公民館（緯６３・０１３０）

幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講幡豆公民館講座座座座座座座座座座座

講　 師費   用定員内　　　 容日　     時 　   な　     ど講　 座　 名

本多克周氏■受 ２，０００円１５人
骨盤の位置を正しく整え、身
体の不調を改善しながら、ス
リムな体型を作ります

１１月７日～２６年１月２３日の毎回木曜日
全１０回　午後１時３０分～３時

骨盤矯正体操

松井吉雄氏
■受 ６００円
■教 ２，４００円

１２人
手打ちそばの基本を学び、お
いしいそばを手打ちで作りま
す

１１月９日松・１６日松・２３日松　全３回
午前９時３０分～正午

手打ちそば

新実真智子氏
■受 １，０００円
■教 ５，０００円

１６人
旬の魚介類を使って、魚のさ
ばき方やおいしい料理法を学
びます

１１月９日～２６年２月２２日の毎回土曜日
全５回　午後６時３０分～８時３０分

男の 肴 料理
さかな

 劉  玉 
りゅう ぎょく

 環 氏
かん■受 ２，０００円

■教 １，５００円
１５人

中国語を基礎から丁寧に学び
ます

１１月９日～２６年１月２５日の毎回土曜日
全１０回　午前１０時～１１時３０分

中国語入門

山本いさ子氏
■受 ８００円
■教 ２，５００円

１０人
さまざまな色のペーパークラ
フトを使って、網代編みの籠
バッグを作ります

１１月１２日昇・１９日昇・２６日昇、１２月３
日昇　全４回　午後１時３０分～３時３０
分

ペーパークラフト
で籠バッグ作り

新実真智子氏
■受 １，０００円
■教 ５，０００円

１６人
季節のお菓子や抹茶を使った
お菓子を作ります

１１月１３日～２６年２月１２日の毎回水曜日
全５回　午後１時３０分～３時３０分

手作りお菓子でお
家カフェ

対象　市内在住、在勤または在学の１６歳以上の方。

初心者を優先。ただし「男の肴料理」は男性のみ。

申込期間　１０月４日晶～２０日掌　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は初めて受講する方を優先の上、抽

選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講一色町公民館講座座座座座座座座座座座

講    師費  用定員内　　　 容日　     時 　   な　     ど講　  座　  名

山本俊雄氏
■受 ４００円
■教 ４００円

１２組
１回目にプラ板工作、２回目
に木工工作を行います

１０月２６日松、１１月３０日松　全２回
午前１０時～１１時３０分

子ども大学特別講座
「プラ板・木工工作」

柴田宏子氏
■受 ２００円
■教 ５００円

１２組
和紙に絵や文字を書いてラン
プシェードを作ります

１１月１０日掌　午前９時３０分～１１時３０分
親子ふれあい講座
「ランプシェード作り」

対象　市内在住または在学の小学生。ただし「親子

ふれあい講座」は保護者同伴。

申込期間　１０月４日晶～１３日掌　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

９ 平成２５年１０月１日号広報



消
防
団
観
閲
式

　
市
消
防
団
連
合
会
で
は
、
消
防

団
の
消
防
力
を
市
民
に
披
露
す
る

と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
士
気
と

規
律
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消
防

団
観
閲
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
員
の
日
頃
の

訓
練
成
果
と
し
て
、
規
律
厳
正
な

部
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ

ン
プ
を
使
っ
た
消
防
操
法
、
消
防

車
８
台
で
の
放
水
訓
練
、
徒
歩
・

車
両
部
隊
に
よ
る
分
列
行
進
な
ど

を
披
露
し
ま
す
。

　
自
身
の
仕
事
の
傍
ら
、
地
域
の

た
め
に
努
力
す
る
消
防
団
員
の
勇

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
１
時

１０

２７

　
分
３０
　
※
少
雨
決
行
。

場
所
　
坂
田
球
場

問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
（
緯

　
・
６
２
５
０
）

５６
　
※
当
日
の
開
催
確
認
は
消
防
署

本
署
（
緯
　
・
２
１
１
０
）へ
。

５６

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵
　
安
城

in

　
県
内
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
あ
る

油
ケ
淵
で
は
、
か
つ
て
の
清
流
を

取
り
戻
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
水

質
浄
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

油
ケ
淵
水
質
浄
化
促
進
協
議
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
一
層

広
め
る
た
め
、
水
質
浄
化
活
動
を

紹
介
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵

　
安
城
」
を
開
催
し
ま
す
。

in日
時
　
　
月
９
日
松
　
午
後
２
時

11

～
４
時
（
午
後
１
時
　
分
開
場
）

３０

場
所
　
安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
安
城
市
桜
町
）

内
容
　
市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
、
取

り
組
み
の
発
表
、
エ
コ
ロ
ジ
ロ

ー
氏
に
よ
る
環
境
腹
話
術
を
使

っ
た
講
演
、
油
ケ
淵
の
水
質
浄

化
に
関
す
る
展
示

問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
保
全

担
当
（
緯
　
・
８
１
１
１
／
ク

３４

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

武
者
行
列
と
火
縄
銃
実
演

　
西
尾
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
と
と
も
に
、
西
尾
藩
鉄

砲
衆
の
 甲
 

か
っ

 冑
 武
者
や
西
尾
幼
稚
園

ち
ゅ
う

児
手
作
り
の
甲
冑
武
者
隊
の
行
列

が
、
文
化
会
館
か
ら
西
尾
小
学
校

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
西
尾
小
学

校
で
は
、
西
尾
藩
鉄
砲
衆
に
よ
る

火
縄
銃
の
実
演
を
披
露
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
▼
午
前
　

１０

１２

１０

時
　
分
…
武
者
行
列
と
マ
ー
チ

３０
ン
グ
バ
ン
ド
　
▼
午
前
　
時
…

１１

火
縄
銃
実
演

　
※
雨
天
の
場
合
は
、
火
縄
銃
実

演
の
み
行
い
ま
す
。

場
所
　
文
化
会
館
～
西
尾
小
学
校

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

市
国
際
交
流
協
会
設
立
　
周
年
記

２０

念
　
国
際
交
流
　
に
し
お
　
　

in

20
th

　
世
界
の
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
、

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
を
テ
ー

マ
と
し
た
ブ
ー
ス
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を

目
的
と
し
た
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１０

２０

１０

～
午
後
３
時

　
※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場
所
　
名
鉄
西
尾
駅
西
広
場

問
合
先
　
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
緯
　
・
２
１
７
８
／
市
民

６５

協
働
課
内
）

時
刻
表
講
演
会

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
元

編
集
長
が
雑
誌
「
時
刻
表
」の
舞
台

裏
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
電
車
が

好
き
な
方
、
時
刻
表
が
好
き
な
方

な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象
　
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
２
時

１０

１９

場
所
　
吉
良
図
書
館
学
習
室

演
題
　
時
刻
表
が
で
き
る
ま
で

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

受
講
料
　
無
料

講
師
　
木
村
嘉
男
氏

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
松
か

１０

ら
、
直
接
吉
良
図
書
館
（
緯
　７２

・
３
８
８
０
）
へ
。
翌
日
か
ら

は
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

広広報報平成２５年１０月１日号 １１００

市
国
際
交
流
協
会
設
立
　
周
年
記

２０

念
　
国
際
交
流
　
に
し
お
　
　

in

20
th

消
防
団
観
閲
式

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵
　
安
城

in

武
者
行
列
と
火
縄
銃
実
演

時
刻
表
講
演
会

「「やや・や・や・・や矢作古川舟遊び」や矢作古川舟遊び」とと
「矢作古川鵜飼い「矢作古川鵜飼い」」の開催を中止の開催を中止

　先日の台風１８号の影響により、舟遊
び・鵜飼いで使用する船舶が破損しま
した。このため、１０月１１日晶～１６日昌
の「や・や・や矢作古川舟遊び」と１０月
１７日昭の「矢作古川鵜飼い」の開催を中
止します。
問合先　や・や・や矢作古川舟遊び実
行委員会事務局（緯 ０ ９ ０ ・６６１０・４３
　５３）、市観光協会 （緯６５・２１６９／商工
観光課内）

３
４
０
０
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小
栗
重
吉
展

4
8
4
日
の
世
界
一
の
漂
流

　
小
栗
重
吉
は
、
佐
久
島
出
身
の

督
乗
丸
の
船
頭
で
す
。
１
８
１
３

年
江
戸
か
ら
帰
還
す
る
途
中
、
暴

風
に
巻
き
込
ま
れ
遭
難
し
ま
し
た
。

４
８
４
日
間
の
漂
流
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

　
紙
芝
居
や
講
演
会
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
　
日
松
～
　
月
　
日

１０

１２

１１

３０

松
場
所
　
一
色
学
び
の
館
特
別
展
示

室
●
紙
芝
居
『
船
頭
重
吉
物
語
』

日
時
　
①
　
月
　
日
松
　
午
後
３

１０

１９

時
　
②
　
月
２
日
松
　
午
前
　

１１

１０

時
　
分
３０

●
講
演
会
『
重
吉
の
生
き
ざ
ま
』

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
２
時

１１

１０

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

講
師
　
半
田
市
文
化
協
会
会
長
　

山
田
晃
氏

協
力
　
海
の
男
船
頭
重
吉
の
会
　

問
合
先
　
一
色
学
び
の
館
（
緯
　７２

・
３
８
８
０
）

市
制
　
周
年
記
念

６０

第
　
回
西
尾
市
美
術
展

５４
日
時
　
　
月
　
日
晶
～
　
日
掌
　

１０

２５

２７

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
　
日
２７

掌
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

場
所
　
文
化
会
館

種
目
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
陶
芸
、
書
、
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
、
水
墨
画
　
　

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

第
　
回
市
民
短
歌
大
会
　

４２
日
時
　
　
月
８
日
晶
　
午
後
１
時

１１

　
分
３０

場
所
　
文
化
会
館
会
議
室
３
０
２

（
３
階
）

参
加
料
　
３
０
０
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
昭
（
必
着
）

１０

３１

申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
未
発
表
・
自

作
の
詠
草
一
首
を
記
入
の
上
、

西
尾
文
化
協
会
（
〒
　
―
０
８

４４５

７
７
山
下
町
泡
原
　
）
へ
。

３０

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

楽
し
い
指
人
形
を
作
ろ
う

対
象
　
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
４
日
承
　
午
前
　
時

１１

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館
研
修
室

内
容
　
手
ぶ
く
ろ
の
指
の
部
分
で

指
人
形
を
作
り
、
手
あ
そ
び
を

楽
し
み
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

材
料
費
　
３
２
０
円

　
※
申
込
時
ま
た
は
当
日
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
（
針
、
糸
切

り
ば
さ
み
、
白
い
木
綿
糸
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
松
か

１０

１９

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。

映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
西
尾
市
映
画
事
業
に
先
立
ち
、

映
画
制
作
に
関
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
シ
ナ
リ
オ
講
座

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

１９

場
所
　
一
色
町
公
民
館

講
師
　
愛
知
淑
徳
大
学
常
勤
講
師

　
・
映
画
監
督
　
石
丸
み
ど
り
氏

●
演
劇
講
座

日
時
　
　
月
２
日
松
　
午
後
１
時

１１

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
中
央
管

理
棟
研
修
室

講
師
　
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
　
憲
俊

氏
　

●
撮
影
講
座

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１１

１７

１０

～
午
後
４
時

場
所
　
花
岳
寺
（
吉
良
町
）

講
師
　
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
　
松
山

靖
史
氏
（
予
定
）

●
制
作
講
座
（
の
ぼ
り
作
り
）

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

場
所
　
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師
　
彫
刻
家
　
高
橋
健
太
朗
氏

◆
共
通
事
項

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

申
込
方
法
　
　
月
５
日
松
か
ら
開

１０

催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
文
化

振
興
課
庶
務
担
当
（
胃
　
・
２

５６

７
８
８
／
死b

 un
k   

 a

 @
city
.n
i

 
    
  
 

s

 

h
io
.lg
.j

　
 
  
   
  

p

 
）へ
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

茶
畑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
８
日
晶
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
２
時

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
時
間
　
午
前
　
時
１０

集
合
場
所
　
名
鉄
西
尾
駅
西
側
ロ

ー
タ
リ
ー

コ
ー
ス
　
西
尾
駅
か
ら
稲
荷
山
茶

園
公
園
（
上
町
）
ま
で
歩
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
２
０
０
円

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昭
～

１０

１０

　
日
昭
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２４セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

１１ 平成２５年１０月１日号広報

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

茶
畑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１０

展示・入札期間　１日昇～２６日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２７日掌　午前１０時

引取期間　２７日掌～３０日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　２３日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　使用済みのテレホンカード、

はぎれ布

申込期間　１日昇～２２日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

パックン小物入れをつくろう講習会

映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市
制
　
周
年
記
念

６０

第
　
回
西
尾
市
美
術
展

５４

第
　
回
市
民
短
歌
大
会

４２

船
頭
重
吉
展
　
４
８
４
日

の
世
界
最
長
の
漂
流

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

楽
し
い
指
人
形
を
作
ろ
う

７



地
産
地
消
料
理
教
室

　
農
業
者
が
講
師
と
な
り
、
地
域

農
畜
産
物
を
使
っ
た
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
食

「
お
は
ぎ
」
や
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
作
り

ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
６
日
昌
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
１
時
　
分
３０

場
所
　
一
色
町
公
民
館

内
容
　
お
は
ぎ
（
３
種
）、
手
作
り

こ
ん
に
ゃ
く
、
鶏
の
さ
っ
ぱ
り

煮
、
か
き
玉
汁
、
梨
の
ゼ
リ
ー

を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

参
加
料
　
１
０
０
０
円

講
師
　
愛
知
県
農
村
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
協
会
西
三
河
支
部
　
四

ツ
葉
ド
リ
ー
ム
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
方
法
　
　
月
　
日
昭
ま
で
に
、

１０

１０

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
畜
産
担

当
（
胃
　
・
１
３
２
２
／
死n

 o  

５７

u
su
i@
city
.n
ish
io
.lg
.j

　
 
  
  
    
  
   
  
   
  

p

 
）
へ
。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
申
込
期
間
内
に
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
合
先
　
農
林
水
産
課
農
畜
産
担

当
（
緯
　
・
２
１
３
５
）

６５

災
害
時
に
役
立
つ
防
災
グ
ッ
ズ
づ

く
り

　
ポ
リ
袋
で
炊
飯
し
た
り
、
エ
プ

ロ
ン
で
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
っ
た
り

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の

２０

方
日
時
　
　
月
９
日
昌
　
午
前
９
時

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
一
色
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
５
０
０
円

講
師
　
西
尾
市
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

グ
ッ
ズ
班

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
色
食
育
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
捷
ま

１０

で
に
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）へ
。

３２

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
料
理
を

学
ぼ
う

　
古
代
米
や
イ
チ
ジ
ク
、
豚
肉
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１０

３０

１０

～
正
午

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

参
加
料
　
７
０
０
円

講
師
　
安
城
市
食
生
活
改
善
協
議

会
会
員

持
ち
物
　
布
巾
、
エ
プ
ロ
ン

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
産
地
消
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
８
日
昇
か

１０

ら
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

西
尾
市
資
料
館
特
別
展
の

開
催
期
間
を
延
長

　
特
別
展
「
侍
ー
戦
い
の
装
い
　

そ
の
参
ー
　
澤
田
平
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
」
の
開
催
期
間
を
延
長
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
　
月
　
日
掌
ま
で

１０

２７

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
　
月
７
日
捷
・

１０

　
日
昇
・
　
日
昌
を
除
く
。

１５

１６

場
所
　
西
尾
市
資
料
館

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

：
：

ふ
く
し

ふ
く
し

：
：

　
月
の
献
血

１０日
時
　
　
月
５
日
松
　
午
前
　
時

１０

１０

～
　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
４

１１

３０

時
場
所
　
お
し
ろ
タ
ウ
ン
・
シ
ャ
オ

実
施
主
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否

を
決
定
し
ま

す
。
献
血
の

で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま

す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

市
遺
児
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

　
市
遺
児
手
当
９
月
期
分
（
４
月

～
９
月
分
）
を
９
月
　
日
捷
に
振

３０

り
込
み
ま
し
た
。
金
融
機
関
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
い
な
い
方
に
は
、
８
・
９
月
分

の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

児
童
手
当
の
振
り
込
み
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
　
月
期
分
（
６
月
～

１０

９
月
分
）
を
　
月
４
日
晶
に
振
り

１０

込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

広広報報平成２５年１０月１日号 １１２２

地
産
地
消
料
理
教
室

　
月
の
献
血

１０

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
料
理

を
学
ぼ
う

災
害
時
に
役
立
つ

防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り

市
遺
児
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

西
尾
市
資
料
館
特
別
展
の

開
催
期
間
を
延
長



健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す

か
　
　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

40
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に

は
６
月
中
旬
ま
で
に
受
診
券
（
問

診
票
）
と
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
案
内
に
記
載
さ
れ
た
日
程
を

確
認
し
て
集
団
健
診
会
場
へ
来
場

す
る
か
、
記
載
さ
れ
た
指
定
医
療

機
関
へ
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
度
途
中
に
市
外
か
ら
転
入
し

た
方
や
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
へ
変
更
し
た
　
歳
以
上
の

40

方
も
受
診
で
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
受
診
券
（
問
診
票
）
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
診
期
限
　
▼
集
団
健
診
…
　
月
11

下
旬
　
▼
指
定
医
療
機
関
で
の

受
診
…
　
年
１
月
末

２６

問
合
先
　
▼
国
保
特
定
健
診
…
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
緯
　
・
２
１
０
３
）
　
▼
後

６５

期
高
齢
者
医
療
健
診
…
保
険
年

金
課
医
療
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

０
５
）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
た
め
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１０

２３

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５３

費
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
場
合
に

よ
り
飲
食
代
な
ど
実
費
負
担
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
同
士
で
介
護
へ
の
悩
み

や
将
来
の
不
安
、
日
々
の
思
い
を

少
し
で
も
共
有
し
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
実
際
の

介
護
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
も
学

べ
ま
す
。
介
護
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
を
し
て

い
る
方
ま
た
は
介
護
に
興
味
が

あ
る
方

日
時
　
　
月
６
日
昌
　
午
前
　
時

１１

１１

　
分
～
午
後
１
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
支
所

内
容
　
交
流
会

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
７
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
４
日
晶
か

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
吉
良

幡
豆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
６
６
７
７
／
特
別
養

６２

護
老
人
ホ
ー
ム
し
は
と
の
郷
内
）

へ
。

そ
の
他
　
こ
の
ほ
か
、
　
月
と
　

１２

２６

年
１
月
に
講
義
、
２
月
に
交
流

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
と
く
ら
し
の
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

や
社
会
参
加
な
ど
、
身
体
状
況
や

社
会
生
活
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、

介
護
予
防
施
策
や
次
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
役
立
て
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
科
学
研
究
班
と
共
同

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
　
　
歳
以
上
（
昭
和
　
年
４

６５

２３

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
で
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方

　
※
１
万
６
０
０
０
人
程
度
を
無

作
為
抽
出
し
決
定
。

回
答
方
法
　
　
月
中
旬
か
ら
郵
送

１０

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入

の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
　
月
　
日
捷

１１

１１

問
合
先
　
長
寿
課
給
付
担
当
（
緯

　
・
２
１
１
９
）

６５
　
※
回
答
方
法
に
つ
い
て
は
、
平

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
厚
生
労
働
省
科
学

研
究
班
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
緯
０
１
２
０
・
　
・
５
２

２１

３
１
）
へ
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

介
護
者
の
つ
ど
い
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健
康
と
く
ら
し
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済

み
で
す
か

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

申込期間　１０月７日捷～１５日昇

入居可能日　１２月１日掌

抽選日時　１０月２１日捷　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般世帯向）

１５，３００

～３０，２００

５階

３Ｄ K 水洗
下町住宅

（下町宮東１２-１）

１
（一般世帯向）

８，５００

～１６，７００

２階

３Ｄ K 水洗
中野郷住宅

（中原町半谷２０）



出
産
支
援
金
制
度

　
妊
産
婦
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
独
自
の

制
度
と
し
て
出
産
支
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
　
　
年
４
月
１
日
以
降
（
旧

２２

幡
豆
郡
３
町
で
生
ま
れ
た
子
は

　
年
４
月
１
日
以
降
）
に
生
ま

２３れ
た
子
の
父
（
子
の
出
生
前
に

離
婚
し
た
方
を
除
く
）
ま
た
は

母
で
、
次
の
全
て
を
満
た
す
方

　
①
生
ま
れ
た
子
の
住
民
登
録
が

市
内
に
あ
る
こ
と
　
　

　
②
親
の
住
民
登
録
が
、
子
の
生

ま
れ
る
３
か
月
以
上
前
か
ら

市
内
に
あ
る
こ
と

　
③
該
当
す
る
出
産
に
対
し
、
各

医
療
保
険
者
か
ら
出
産
育
児

一
時
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
て

い
る
、
ま
た
は
支
給
が
確
定

し
て
い
る
こ
と

　
※
法
で
定
め
ら
れ
た
期
限
を
過

ぎ
て
出
生
や
住
民
異
動
な
ど

を
届
け
出
た
場
合
や
住
民
登

録
に
実
体
が
な
い
場
合
な
ど
、

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

交
付
金
額
　
　
万
円
か
ら
各
医
療

４６

保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
出
産

一
時
金
な
ど
（
附
加
給
付
金
を

含
む
）
を
差
し
引
い
た
額

申
請
・
問
合
先
　
出
生
届
を
提
出

後
、
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
な
書
類
を

添
え
て
郵
送
（
返
信
用
封
筒
）
ま

た
は
直
接
、
保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

０
３
）
へ
。
交
付
申
請
書
・
返

信
用
封
筒
は
同
課
ま
た
は
市
民

課
、
各
支
所
生
活
課
に
用
意
。

：
：

ほ
け
ん

ほ
け
ん

：
：

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
一
緒
に
学
ん
で
、
赤
ち

ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
出
産
予
定
日

が
　
月
下
旬
～
　
年
２
月
下
旬

１１

２６

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１０

２７

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
※
午
前
９
時
　
分
受
付
開
始
。

１５

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
・
育
児
の

話
、
も
く
浴
実
習
、
赤
ち
ゃ
ん

の
世
話
実
習
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体

操
、
妊
婦
体
験

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
な
ど
　
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
か

１０

１５

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

第
　
回
『
糖
尿
病
の
つ
ど
い
』

２７
　
「
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康

な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
糖
尿
病
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
　
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

２６

　
分
～
４
時

３０
場
所
　
市
民
病
院
講
堂
（
２
階
）

内
容
　
講
演
「
糖
尿
病
を
『
ほ
こ
×

た
て
』
も
ど
き
版
で
学
ぼ
う
」、

講
演
「
高
齢
者
と
糖
尿
病
」、
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
や
ミ
ニ
劇
、
ク

イ
ズ
、
治
療
の
た
め
の
具
体
的

な
食
事
例
な
ど
の
展
示
。
ま
た
、

当
日
午
後
１
時
か
ら
１
時
　
分
３０

ま
で
と
休
憩
時
間
に
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
市
民
病
院
内
科
受
付

（
緯
　
・
３
１
７
１
）

５６

男
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス

　
メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
男
性
の
皆

さ
ん
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス
で
、

脱
メ
タ
ボ
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
～
　
歳
の

２０

５９

男
性
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
　
以
上
の

２５

方
　
※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）÷
身
長

（
ｍ
）÷
身
長
（
ｍ
）
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌
　

１１

１０

１７

全
２
回
　
午
前
９
時
　
分
～
　

３０

１１

時
　
分
３０

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
方
法
に
関
す
る
講
座
（
医
師

に
よ
る
講
義
、
運
動
の
講
義
と

実
践
、
栄
養
に
関
す
る
講
義
）

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）
　

１５

講
師
　
医
師
、
栄
養
士
、
健
康
運

動
指
導
士
、
保
健
師

参
加
料
　
１
５
０
円
（
試
食
代
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
捷
～

１０

　
日
捷
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２１セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

そ
の
他
　
託
児
（
先
着
　
人
／
子

１０

ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
２
０
０

円
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
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出
産
支
援
金
制
度

パ
パ
マ
マ
教
室

第
　
回
糖
尿
病
の
つ
ど
い

２７
男
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

：
：

ぼ
し
ゅ
う

ぼ
し
ゅ
う

：
：

第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

24
出
品
か
ぼ
ち
ゃ
を
募
集

　
市
観
光
協
会
で
は
、
大
き
い
か

ぼ
ち
ゃ
や
重
い
か
ぼ
ち
ゃ
、
変
わ

っ
た
形
の
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
全
国

か
ら
集
ま
る
「
第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ

24

サ
ミ
ッ
ト
」
へ
の
出
品
か
ぼ
ち
ゃ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
掌
の
冬
至
の
日
に
サ

12

22

ミ
ッ
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
寄

せ
ら
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
当
日
振

る
舞
わ
れ
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
し
る
こ
」

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
　
　
月
　
日
昇
ま
で
に
、

11

19

か
ぼ
ち
ゃ
を
持
参
の
上
、
直
接

ハ
ズ
観
音
か
ぼ
ち
ゃ
寺
（
緯
　６２

・
２
２
９
７
／
東
幡
豆
町
）
へ
。

問
合
先
　
市
観
光
協
会
（
緯
　
・
６５

２
１
６
９
／
商
工
観
光
課
内
）

：
：

そ
の
た

そ
の
た

：
：

市
の
仕
事
や
行
納
得
で
き
な
い
と

き
は
行
政
評
価
委
員
会
へ

行
政
評
価
委
員
会
と
は
　
市
政
の

公
正
性
や
信
頼
性
を
高
め
、
開

か
れ
た
市
政
の
進
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
皆
さ
ん
が
市

へ
寄
せ
た
苦
情
に
対
す
る
市
の

処
理
に
不
満
が
残
る
事
柄
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
申
し
立
て
に

基
づ
き
、
公
正
中
立
の
立
場
で

調
査
を
行
い
、
市
に
間
違
い
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
正
し
く
直
す
よ

う
に
、
申
立
人
に
代
わ
り
市
に

対
し
て
意
見
を
述
べ
る
役
割
を

持
つ
組
織
で
す
。

申
し
立
て
が
で
き
る
方
　
市
政
に

対
し
て
自
ら
の
利
害
に
関
わ
る

苦
情
を
持
つ
方
。
未
成
年
者
や

市
外
在
住
者
、
外
国
人
、
法
人

も
申
し
立
て
で
き
ま
す
。

申
し
立
て
が
で
き
る
事
例
　
市
が

行
う
仕
事
と
そ
の
仕
事
に
携
わ

る
職
員
の
行
為
で
、
申
立
人
の

利
害
に
関
わ
る
事
柄
。
な
お
、

苦
情
に
関
わ
る
市
の
処
理
を
知

っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
事
柄

に
限
り
ま
す
が
、
正
当
な
理
由

が
あ
れ
ば
１
年
を
過
ぎ
て
も
申

し
立
て
で
き
ま
す
。

申
立
方
法
　
▼
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
…
苦
情
申
立

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

行
政
評
価
委
員
会
事
務
局
（
企

画
政
策
課
内
／
〒
　
―
８
５
０

４４５

１
住
所
不
要
／
胃
　
・
０
２
１

５６

２
／
死k

ik
a
k
u
@
city
.n
ish
io
.

lg
.jp

）
へ
。
代
理
人
に
よ
る
提

出
も
で
き
ま
す
。
申
立
書
は
同

事
務
局
・
各
支
所
・
出
張
所
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

な
ど
に
用
意
。
　
▼
直
接
申
し

立
て
を
す
る
場
合
…
原
則
毎
月

第
１
・
３
月
曜
日
の
午
後
１
時

　
分
か
ら
３
時
ま
で
、
市
役
所

３０　
相
談
室
（
１
階
）で
面
談
を
行

11い
な
が
ら
、
申
立
書
を
作
成
し

ま
す
。
面
談
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

問
合
先
　
行
政
評
価
委
員
会
事
務

局
（
緯
　
・
２
１
５
５
／
企
画

６５

政
策
課
内
）
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月
５
日
昇
午
前
９
時
か
ら
、

１１
み
ん
な
で
一
斉
に
行
動
す
る
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違

う
今
年
の
防
災
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

①
平
日
に
実
施
…
こ
れ
ま
で
の
訓

練
は
、
土
・
日
曜
日
の
開
催
が

主
で
し
た
。
し
か
し
、
地
震
は

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
特
に
平
日
の
昼
間
は
若
い

世
代
が
働
き
に
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
は
高
齢
者
や
小

さ
な
お
子
さ
ん
な
ど
だ
け
が
残

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
の
発
災
に
対
し
て

何
を
す
る
べ
き
か
考
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

②
従
来
の
展
示
型
訓
練
を
大
幅
に

見
直
し
…
見
る
だ
け
の
訓
練
で

は
な
く
、
実
際
に
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
実
践
力
を
身
に
付

け
ま
す
。

③
市
内
全
て
の
家
庭
、
自
主
防
災

会
（
町
内
会
）
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
学
校
、
民
間
事
業
所
が

対
象
…
特
定
の
地
域
や
参
加
者

を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、

　
万
人
の
全
市
民
を
対
象
と
す

１７る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
全
体
の

防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

④
参
加
者
が
自
発
的
、
積
極
的
に

訓
練
を
実
施
…
行
政
が
作
成
し

た
シ
ナ
リ
オ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
、
状

況
に
応
じ
た
訓
練
を
自
ら
考
え

て
積
極
的
に
行
う
主
体
的
な
訓

練
を
推
奨
し
ま
す
。

訓
練
参
加
登
録
　
訓
練
の
積
極
的

・
自
主
的
な
参
加
表
明
と
し
て
、

事
前
の
参
加
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
な
ど
か
ら
登
録
で
き
ま

す
。

●
被
災
者
ゼ
ロ
の
証
「
幸
せ
防
災

　
！
　
黄
色
い
タ
オ
ル
作
戦
」

　
　
当
日
は
、
黄
色
い
タ
オ
ル
を

玄
関
先
に
掲
げ
て
、
市
内
全
域

に
黄
色
い
タ
オ
ル
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
　
訓
練
の
流
れ
や
参
加
登

録
、
「
幸
せ
防
災
！
　
黄
色
い

タ
オ
ル
作
戦
」
な
ど
詳
し
く
は

広
報
に
し
お
９
月
１
日
号
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
防
災
課
自
主
防
災
担
当

（
緯
　
・
２
１
３
７
）

６５

市
制
　
周
年
記
念

６０

　
万
人
市
民
ま
る
ご
と
防
災
訓
練

１７

第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト

24
へ
の
出
品
か
ぼ
ち
ゃ
を
募
集

市
の
仕
事
や
行
為
に
納
得
で
き
な

い
と
き
は
行
政
評
価
委
員
会
へ

１１月
５日

市防災マスコット
ぼうサイくん



私
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
を
補

助
し
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
で
、
　
月
１
日

１０

現
在
、
私
立
高
等
学
校
（
定
時

制
を
含
む
）、専
修
学
校
高
等
課

程
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程

に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の
授
業

料
を
負
担
し
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
授
業
料
の
全
額
を
免
除
ま

た
は
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
く
。

補
助
金
額
　
年
額
１
万
２
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
授
業
料
の
免
除

や
ほ
か
の
補
助
を
受
け
た
後
に

納
入
す
べ
き
授
業
料
が
１
万
２

０
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、
そ

の
納
入
す
べ
き
授
業
料
の
額
。

申
請
期
限
　
在
学
し
て
い
る
学
校

の
指
定
日
。
た
だ
し
、
教
育
庶

務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
管
理

課
へ
申
請
す
る
場
合
は
　
月
　

１０

３１

日
昭
ま
で
。

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
裏
面
の
在
学
証
明

書
に
証
明
を
受
け
た
上
、
在
学

し
て
い
る
学
校
、
教
育
庶
務
課
、

各
支
所
総
務
管
理
課
へ
。
申
請

書
は
、
学
校
ま
た
は
同
課
に
用

意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
教
育
庶
務
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
２
）
ま
た
は

６５

在
学
し
て
い
る
学
校

歴
史
公
園
駐
車
場
利
用
制
限
に
つ

い
て

　
西
尾
城
二
之
丸
跡
地
整
備
工
事

に
伴
い
、
歴
史
公
園
駐
車
場
の
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
尚
古
荘

ま
た
は
文
化
会
館
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
　
日
昇
～
　
年
３
月

１０

１５

２６

　
日
捷

３１
問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

　
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

１０　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

で
あ
り
、
将
来
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
た
め
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
　
月
を
土
地

１０

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
月
間
と

定
め
、
全
国
的
な
普
及
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先
　
土
木
課
用
地
担
当
（
緯

　
・
２
１
４
２
）

６５
乳
腺
外
来
の
再
開
に
つ
い
て

　
市
民
病
院
で
は
、
　
月
か
ら
愛

１０

知
医
科
大
学
乳
腺
･
内
分
泌
外
科

の
福
富
隆
志
教
授
に
よ
り
、
乳
腺

外
来
の
診
療
を
再
開
し
ま
す
。
　

診
療
時
間
な
ど
　
毎
月
２
回
程
度

午
後
２
時
～
５
時
（
予
約
制
）

　
※
　
月
は
　
日
捷
・
　
日
捷
。

１０

２１

２８

予
約
・
問
合
先
　
月
～
金
曜
日
の

午
後
１
時
～
３
時
に
、
電
話
で

市
民
病
院
外
科
外
来
（
緯
　
・
５６

３
１
７
１
）
へ
。

今
月
の
納
期

納
期
限
　
　
月
　
日
昭

１０

３１

対
象
税
な
ど
　
▼
市
県
民
税
（
普

通
徴
収
分
）
…
第
３
期
分
　
▼

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

分
）
…
第
４
期
分
　
▼
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
４

期
分
　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
４

期
分
　
▼
し
尿
く
み
取
り
手
数

料
…
第
４
期
分

　
※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
　：

：
西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

：
：

高
浜
の
ま
つ
り

●
お
ま
ん
と

　
法
被
に
地
下
足
袋
姿
の
若
者
が
、

円
形
に
組
ん
だ
馬
場
で
、
鈴
飾
り

や
造
花
を
背
負
い
疾
走
す
る
馬
に

向
か
っ
て
飛
び
つ
き
、
人
馬
一
体

と
な
っ
て
駆
け
回
る
勇
壮
な
お
祭

り
で
す
。

日
時
　
　
月
５
日
松
・
６
日
掌
　

10

午
前
８
時
～
午
後
５
時

場
所
　
春
日
神
社
・
八
劔
社
（
高

浜
市
春
日
町
／
名
鉄
三
河
高
浜

駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

●
射
放
弓

　
八
幡
社
と
神
明
社
に
「
お
弓
奉

納
の
儀
」
と
し
て
約
3
5
0
年
の

歴
史
を
誇
る
お
祭
り
で
す
。
 裃
 に

か
み
し
も

大
小
の
刀
を
差
し
た
武
者
姿
の
若

者
が
、
厳
し
い
作
法
に
の
っ
と
り
、

東
西
へ
白
羽
の
矢
を
放
ち
ま
す
。

放
た
れ
た
矢
は
、
見
学
者
が
争
う

よ
う
に
拾
い
、
破
魔
矢
と
し
て
家

に
飾
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

日
時
と
場
所
　
▼
　
月
　
日
松
…

10

12

八
幡
社
（
高
浜
市
八
幡
町
／
名

鉄
吉
浜
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

▼
　
月
　
日
掌
…
神
明
社
（
高

10

13

浜
市
芳
川
町
／
名
鉄
三
河
高
浜

駅
か
ら
徒
歩
約
　
分
）

２０

　
※
と
も
に
時
間
は
日
の
出
か
ら

午
後
１
時
　
分
ま
で
。

30

そ
の
他
　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
高
浜
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
（
緯
0
5
6
6
・
　52

・
１
１
１
１
）
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歴
史
公
園
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

私
立
高
等
学
校
等
の
授
業

料
を
補
助
し
ま
す

高
浜
の
ま
つ
り

■市の人市の人口口（９月１日現在）
　○総数　１６９，８０９人　前月比＋６７人
　　男性　８５，４４３人　女性　８４，３６６人
　○世帯数　５８，７０７世帯　前月比＋６６
■市内の交通（人身）事故
　９月　６４件（５７４件）
　負傷者　７８人（６８０人）
　死亡者　０人（３人）
■市内の火災　８月　８件（５５件）
■救急車の出動回数
　８月　５７７件（４，１８４件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ

今
月
の
納
期

乳
腺
外
来
の
診
療
を
再
開
し
ま
す

　
月
は「
土
地
月
間
」で
す

１０

８



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２
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　労働時間をきちんと管理するこ

とは、労働者と使用者の双方にと

って大切なことです。社会労務士

が労働時間管理の基本から分かり

やすく説明します。 ▼対象／中小

企業の人事・労務担当者、労働組

合関係者、一般勤労者など ▼日時

／１１月２０日昌午後１時３０分～４時

▼場所／西尾商工会議所会館（寄

住町） ▼定員／５０人（先着順） ▼

受講料／無料 ▼講師／特定社会保

険労務士　今西昭一氏 ▼申込・問

合先／１１月８日晶までに、申込書

に必要事項を記入の上、ファクス

または郵送、Ｅメールで県西三河

県民事務所産業労働課（緯０５６４・

２７・２７８２／胃０５６４・２３・４６５３／〒
 ４ ４ ４ －８５５１岡崎市明大寺本町１－

４／死nishimikawa@pref.aichi.lg.jp）
へ。申込書は市ホームページから

ダウンロードできます。

▼対象／主に在職中の障害者の方

で、基本的なパソコンの操作がで

きる方 ▼コースと期日／①フォト

ショップ基礎…１０月２６日松、１１月

２日松全２回　②Ｅｘｃｅｌ２００７ビジ

ネス活用…１１月１６日松・２３日抄全

２回 ▼時間／午前９時～午後４時

▼定員／各１０人 ▼受講料／無料 ▼

申込期限／①１０月１８日晶　②１１月

８日晶 ▼その他／申込方法など詳

しくはお問い合わせください。 ▼

場所・問合先／愛知障害者職業能

力開発校（緯０５３３・９３・２１０２／胃
０５３３・９３・６５５４／豊川市一宮町）

▼対象／県内在住または在勤の方

▼開催期間／２６年１月２１日昇～２６

日掌 ▼場所／愛知県美術館ギャラ

リー（愛知芸術文化センター８階

／名古屋市東区） ▼部門／日本画、

洋画、書道、写真 ▼出品料／１点

 ２，５ ０ ０ 円 ▼申込期限／１１月２９日晶

▼その他／作品規格や申込方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

▼問合先／愛知県労働協会（緯０５２
・４８５・７１５４）

県勤労者美術展出品作県勤労者美術展出品作品品

募集

　思わず「Ｗａｏ！」と声が出る「三河らし

い・三河ならでは」の遊びと体験をお楽しみ

ください。

期間　１０月５日松～１１月１０日掌

内容　①イベント・祭り・スポーツ　②食べ

る・飲む　③農業・漁業　④クラフト　⑤

知識・学び　⑥ヘルス・ビューティー　各

プログラムを蒲郡、西尾、東三河全域、岡

崎で実施します。

申込・問合先　「みかわdeオンパク」プロ

グラム事務局（緯０５３３・68・2526） 

　竹島を舞台に各所で楽しいイベントを開催。

思いっきり竹島を満喫しましょう。 

日時　１０月６日掌　午前9時３０分～午後3時

３０分

場所　竹島周辺（蒲郡市竹島町）

●たけしまるしぇ

　竹島パルク前駐車場で、生鮮食品や蒲郡の

特産品が買える市場エリア、移動販売車が並

ぶ飲食エリア、竹島水族館エリア、ワークシ

ョップエリアなど楽しい催しがいっぱい。

●第５回彩まち竹島手づくり市

　俊成苑で、手作り雑貨・織物・木工品など

の販売・実演など約５０店が出店します。

問合先　蒲郡市観光商工課（緯０５３３・6６・１１
　１９）

　ゲームコーナーやジャンボふわふわ、物産

展などを開催します。ハロウィンの仮装をし

た「みどぽん」も登場します。

日時　１０月２６日松・２７日掌　午前１０時～午後

４時

場所　愛知こどもの国ゆうひが丘自由広場

その他　名鉄こどもの国駅からシャトルバス

を運行しますので、ご利用ください。

その他　事前申し込みは不要。

問合先　愛知こどもの国（緯６２・４１５１）

名鉄こどもの国駅からシャトルバスを運名鉄こどもの国駅からシャトルバスを運行行

秋祭りとハロウィ秋祭りとハロウィンン

名鉄西尾・蒲郡線沿線ほ名鉄西尾・蒲郡線沿線ほかか

Wao!みかWao! みかわわｄｅｄｅオンパクオンパク

名鉄蒲郡駅から徒名鉄蒲郡駅から徒歩歩約１５分約１５分

竹島を思いっきり楽しむ一竹島を思いっきり楽しむ一日日

情情 報報 通通 信信

『労働時間管理と未払い残業代『労働時間管理と未払い残業代』』

講座

障害者スキルアップ講障害者スキルアップ講座座

講座



　
今
年
も
三
河
一
色
諏
訪
神
社
の
大

提
灯
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
８
月
　
日
、

２６

一
色
南
部
小
学
校
と
一
色
中
部
小
学

校
の
６
年
生
の
皆
ん
が
行
う
恒
例
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
取
材
し
ま

し
た
。

　
大
提
灯
の
い
わ
れ

　
大
提
灯
ま
つ
り
の
い
わ
れ
は
諏
訪

神
社
の
南
が
す
ぐ
海
だ
っ
た
今
か
ら

4
5
0
年
ほ
ど
前
、
夜
ご
と
海
魔
が

人
畜
作
物
を
荒
ら
し
、
人
々
に
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
大

 篝
 

か
が
り

 火
 を
た
い
て
海
魔
退
散
を
祈
っ
た

び

と
こ
ろ
、
被
害
が
な
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
そ
の
大
篝
火

が
寛
文
年
間
（
1
6
6
1
～
1
6
7

2
）
に
提
灯
で
献
燈
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
色
南
部
小
学
校
の
活
動
と
し
て

始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
。

現
在
は
一
色
中
部
小
学
校
も
加
わ
り
、

６
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

中
心
に
、
「
郷
土
史
」
「
諏
訪
神
社
の

話
」
「
大
提
灯
ま
つ
り
の
由
来
」
な
ど

に
つ
い
て
、
一
色
歴
史
ガ
イ
ド
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
学
習
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
祭
り
当
日
は
一

色
南
部
小
学
校
は
午
後
１
時
　
分
か

３０

ら
、
一
色
中
部
小
学
校
は
午
後
２
時

　
分
か
ら
両
校
合
わ
せ
て
約
１
１
０

３０人
の
児
童
が
参
加
。
こ
の
日
の
た
め

に
勉
強
し
た
成
果
を
書
き
留
め
た
手

書
き
の
う
ち
わ
や
資
料
を
用
意
し
、

観
光
参
拝
の
お
客
さ
ん
に
手
渡
し
な

が
ら
ガ
イ
ド
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
緊
張
や
恥
ず
か
し
さ
か
ら
、

な
か
な
か
声
を
掛
け
ら
れ
な
い
児
童

も
い
ま
し
た
が
、
一
色
歴
史
ガ
イ
ド

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
「
大
提

灯
ま
つ
り
の
お
話
を
聞
い
て
も
ら
え

ま
す
か
？
」
と
声
を
掛
け
、
実
物
の

大
提
灯
を
見
な
が
ら
大
勢
の
方
に
説

明
し
て
い
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
を
利
用
し
た
方
は
「
初
め

て
見
に
来
た
け
ど
、
説
明
の
お
か
げ

で
よ
く
分
か
っ
た
よ
」
「
資
料
を
あ

り
が
と
う
」
な
ど
、
皆
さ
ん
笑
顔
で

児
童
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
お

礼
の
手
紙
も
届
い
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
毎
年
６
年
生
の
児
童
が
学
習

し
、
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
大
提
灯

ま
つ
り
や
地
域
の
歴
史
に
興
味
を
持

つ
方
が
増
え
、
地
域
全
体
で
伝
統
や

文
化
な
ど
を
継
承
を
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
が
代
々
受
け
継
が

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

広広報報平成２５年１０月１日号 １１８８

三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
に

小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
大
活
躍

広報サポーター
榊原稔さん（一色町）

▲神楽舞の巫女さんスタイルのガイドは大人気でした。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
目
線
で
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「大提灯のことをお伝え中！！」の
のぼりを掲げ、手書きのうちわを
配りながら説明していました。神
主さんからも激励されていました。

●

●

●

●

●●●

●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
躍

●

●

●

●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
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●
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●
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●
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●
●
●
●
●
●
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 海
  魔
 退
散
を
祈
る
祭
事

か
い
 
ま



１１９９ 平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号広広報報

（米津町）
平成２３年４月生まれ

米津  晴 くん
はる

笑顔がかわいい晴くん。
お姉ちゃんと弟と仲良
く育ってね。

（一色町）
平成２４年３月生まれ

岩本  奈  桜 ちゃん
な お

おてんば娘の奈桜ちゃ
ん竃かわいい笑顔をあ
りがとう☆大好きだよ。

（住崎四丁目）
平成２４年３月生まれ

河田  湊  翔 くん
みな と

お兄ちゃんお姉ちゃん
と仲良しみーくん☆元
気に優しく育ってね竃

（吉良町）
平成２４年１月生まれ

鈴木  結  衣 ちゃん
ゆ い

笑顔がかわいいゆい竃
大好きなにぃにと仲良
く元気に育ってね。

（熊味町）
平成２３年１０月生まれ

鈴木  彩  心 ちゃん
あや み

食べるの大好きあやち
ゃん竃たくさん食べて
大きくなってね！

（山下町）
平成２３年１０月生まれ

井上  拓  哉 くん
たく や

お姉ちゃんが大好きな
拓哉。ずっと姉弟仲良
しでいてね竃

（戸ケ崎三丁目）
平成２３年１０月生まれ

榊原 ゆずなちゃん

歌とお絵描きが大好き
なゆず竃元気にすくす
く育ってね♪

（亀沢町）
平成２３年４月生まれ

川原  琉 
りゅう

 人 くん
と

いつもニコニコ笑顔の
琉ちゃん。周りのみん
なを幸せにしてね☆

天天
保保
時時
代代
のの
飢飢
餓餓
とと
西西
尾尾
藩藩

　
天
保
７
（
１
８
３
６
）
年
５
月

か
ら
７
月
ま
で
雨
風
に
て
大
水
が

出
て
田
畑
と
も
に
荒
地
同
様
と
な

り
、
翌
８
年
も
度
々
大
雨
大
水
を

繰
り
返
し
、
８
月
　
日
に
は
大
風

１３

で
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
 飢
 
き

 饉
 と
悪
年
が
続
き
、
諸
物
価
も
高

き
ん騰

。
６
年
に
金
十
両
で
米
十
五
俵

が
買
え
た
も
の
が
、
９
年
に
は
２

倍
に
跳
ね
上
が
り
、
米
八
俵
し
か

買
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
西
尾
藩
は
「
殿
様
御
慈
悲
」

を
も
っ
て
、
金
十
両
で
米
十
俵
と

す
る
安
売
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
凶
年
が
続
い
て
多
く
の

農
民
が
生
活
困
難
と
な
り
年
貢
が

払
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
西
尾
藩

領
の
村
々
は
、
９
月
か
ら
　
月
ま

１１

で
西
尾
藩
御
役
所
に
通
い
詰
め
て

「
御
救
米
」
「
田
畑
御
用
捨
米
」

を
嘆
願
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

役
所
は
彼
ら
の
願
い
を
受
け
入
れ
、

丁
田
村
で
は
、
米
七
十
四
俵
の
田

畑
方
年
貢
御
用
捨
、
米
三
十
俵
の

御
救
米
、
米
二
十
五
俵
の
御
拝
借

米
な
ど
の
措
置
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

庄
屋
は
「
村
の
半
分
は
飢
え
、
村

で
身
柄
の
よ
い
者
が
救
米
と
し
て

米
一
俵
ま
た
は
二
俵
ず
つ
出
し
合

っ
て
難
渋
の
者
へ
与
え
、
麦
・
ひ

え
な
ど
の
施
し
も
し
た
」
と
難
渋

の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
深
池
村
で
は
、
４
軒
が
江
戸
へ

の
中
間
奉
公
や
日
雇
い
に
出
て
田

地
の
耕
作
を
放
棄
し
、
　
軒
が
同

１５

様
な
状
態
に
陥
っ
て
潰
れ
百
姓
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

村
　
軒
の
う
ち
　
軒
が
難
渋
者
と

５６

２６

し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

難
渋
者
は
か
な
り
の
土
地
持
ち
百

姓
も
含
ま
れ
、
悪
条
件
が
加
わ
れ

ば
た
ち
ま
ち
、
極
難
層
へ
と
転
落

し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　
窮
乏
化
の
進
行
す
る
天
保
期
の

農
村
復
興
、
立
て
直
し
が
西
尾
藩

の
課
題
と
な
り
、
藩
の
地
方
役
に

協
力
す
る
「
作
方
御
世
話
人
衆
」

が
村
方
に
任
命
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

８１文
化
振
興
課
市
史
編
纂
担
当
　
松
井
直
樹



広広報報平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号 ２２００

民目線民目線でで５５つの事業を診つの事業を診断断

平成２５年度公開事業診平成２ ５年度公開事業診断断市

８／ １１ ９／ １０

と水をこね、ピカピカの泥だんごを作り上げました。

　手を泥で茶色にした子どもたちは、「宝物にする！」と泥だんごを夏休

みの思い出とともに大切に持ち帰りました。

　夏休み期間中、幡豆公民館を主会場に、ちびっ子サマースクール（５

講座）が行われ、小学１～４年生の子どもたちが、「つくる・まなぶ」を

いしいランチづくり＆光る泥だんご作いしいランチづくり＆光る泥だんご作りり

ちびっ子サマースクーちびっ子サマースクールルお

テーマに、さまざまな体験活動に取り

組みました。８月２０日には、鶏のから

揚げにチリソースとマヨネーズを絡め

た「スイートチリからあげ」など、お

いしいランチをづくりを体験。８月２２

日には、さまざまな大きさの粒子の砂

診断員が５つの事業を必要性、事業主体や事業手法の見直し

などについて診断しました。会場には市民など約 １ ０ ０ 人が傍

聴に訪れ、診断の行方を見守っていました。診断結果につい

ては今号の５ページをご覧ください。

　８月１１日、平成２５年度西尾市公開事業診断が市役所多目的室で行わ

れました。過去２年間行ってきた事業仕分けに替わり、市民中心型の

「公開事業診断」として

実施。アドバイザーに滋

賀大学の石井良一教授を

迎え、市民選出のコーデ

ィネーターと８人の市民

　８月１５日、矢作川米津橋下流で第６５回西尾・米津の川まつりが開催されま

した。午後７時から始まった万灯流しには大勢の方が訪れ、戦没者や水難者

の供養に手を合わせていました。その後

に行われた花火大会では、仕掛け花火や

スターマインなど、色とりどりの花火が

次々と打ち上げられました。夜空を華や

かに彩った ３ ，０ ０ ０ 発を超える大輪の花に、

会場からは「すごい！」「きれい！」などの

盆の夜を華やかに彩盆の夜を華やかに彩るる

第第 ６５６ ５ 回西尾・米津の川まつ回西尾・米津の川まつりりお

歓声が沸き起こり、７万人を超える観衆

は酔いしれていました。



２２１１ 平平成成２２５５年年１１００月月１１日日号号広広報報

　暑い夏がようやく過ぎて秋を感じる季節になりまし

た。夏の間には西尾祇園祭をはじめ、各地域で数々の

イベントが開催されました。特に印象に残ったのは、

個人的には８月１４日に行われた「貝吹のかぎ万燈」で

す。私は取材のため離れた所から写真撮影を行いまし

たが、夜空に「かぎ」がくっきりと浮かび上がり、と

ても感動しました。皆さんもぜひ、市内で行われるイ

ベントに足を運んでいただければ幸いです。新しい発

見があるかも知れませんよ。（新）

ワイが西尾にやって来ワイが西尾にやって来たた

２０１２ ０１３３ハワイアンフェスティバハワイアンフェスティバルルハ

かな衣装を身にまとい、多彩な振り付けで笑顔いっぱいに

フラを踊り、南国ムードを演出していました。

　８月２６日から３０日ま

での５日間、吉良ワイ

キキビーチで２０１３ハワ

イアンフェスティバル

が開催されました。県

内外から３０チーム、総

勢約 ８ ０ ０ 人のフラダン

ス愛好家が出演。華や

　夜からは、本場ハワイから

やってきたポリネシア・カル

チャー・センター・ダンスチ

ームによるショーが行われま

した。タヒチアンダンスやサ

モアダンス、ファイアーダン

スなど迫力あるパフォーマン

スに、ビーチは大きな拍手と

歓声に包まれていました。

　８月２５日、にしがま線特別列車「ＪＡＺＺ列車で行

こう♪」が運行されました。この列車は、鶴城丘高等

学校の生徒による模擬会社「株式会社カクジョウマー

チ」が企画。乗客は、車窓から見える景色とともに同

校音楽部によるジャズ演奏を楽しんでいました。

輝く時代絵輝く時代絵巻巻

三河一色大提灯まつ三河一色大提灯まつりり光

カグラサンと呼ばれる万力を使い、最大で長さ１０ｍ・直径

 ５ ． ６ ｍもある大提灯１２張を吊り上げました。午後７時から

　８月２６日・２７日の両

日、一色町の諏訪神社

で「三河一色大提灯ま

つり」が開催されまし

た。２６日は朝から６組

の氏子たちが高さ１２～

１７ｍある三本の大柱の

上に屋根を取り付け、

は献燈祭が行われ、

巨大ろうそくに火を

献灯。全ての提灯に

火が入り祭りはクラ

イマックスを迎え、

訪れた人たちは幻想

的に浮かび上がる時

代絵巻に魅了されて

いました。

横須賀ふれあいセ　横須賀ふれあいセンン

ターで開催。いちじターで開催。いちじくく

の出来栄えを競うための出来栄えを競うため、、

県内の各産地から県内の各産地から ２２ ４４ ４４ 

点が出品され点が出品され、、５５組の組の

親子が特別審査員と親子が特別審査員としし

てて「消費者特別賞「消費者特別賞」」のの

審査を行いました審査を行いました。。

第３ ５回愛知県果実品質改善
共進会（いちじくの部）

８８//２２ ９９

文化会館小ホ　文化会館小ホーー

ルで開催し、映ルで開催し、映画画

『猫と電車』を『猫と電車』を上上

映。監督の香西映。監督の香西志志

帆さんと出演女帆さんと出演女優優

の藤真美穂さんの藤真美穂さんがが

楽しいトークを楽しいトークを繰繰

り広げましたり広げました。。

市制 ６ ０ 周年記念
あいち国際女性映画祭

８８//３３ １１

文化会館大ホ　文化会館大ホーー

ルで行われ、今ルで行われ、今年年

でで２２４４回目。フラ回目。フラメメ

ンコやクラッシンコやクラッシッッ

クバレエなどのクバレエなどの踊踊

りが披露されまりが披露されましし

たた。。

９９//１１
市制 ６ ０ 周年記念
洋舞フェスティバル ２ ０ １ ３

昨年は雨で中　昨年は雨で中止止

となったため、となったため、２２

年ぶり年ぶりにに「かぎ「かぎ」」形形

の炎の炎がが西尾の東西尾の東のの

夜空夜空にに浮かび上浮かび上がが

りましたりました。。

貝吹のかぎ万燈８８//１１４４
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